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②産業界（11機関）
有限会社ザ・ライスマウンド
ANAクラウンプラザホテル
富山第一ホテル
ホテルニューオータニ高岡
特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構

株式会社井門観光研究所
株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所

Ｈ１研究所
フォーエバー株式会社
グランテラス富山
宇奈月杉乃井ホテル

立教大学
玉川大学
跡見学園女子大学
流通経済大学
横浜商科大学
早稲田大学
デ・ラ・サール大学

平成２７年度の具体的な取組内容課題・ニーズ・背景・目的

○中核的ホテルマン育成指針、カリキュラム、シラバス
の導入および海外連携プログラムの最終設計
デ・ラ・サール大学と教育設計

○自発的インターンシップモデルコース
当校ホテル・ブライダル学科の学生を対象に
夏期2週間～1ヶ月、冬期1ヶ月の実証講座を開催

○単位互換を実施する上で求められる外国語
コミュニケーション力調査
教材開発を行い当校ホテルブライダル学科13名を
対象に検証授業を行う

○課題・ニーズ・背景
①平成25年度富山県の観光客入れ込み数は平成23年度の2倍を超えている
②観光客は増加しているが９０％を超える旅行者が宿泊していない
③富山県として魅力ある観光ルートの開発、宿泊業の強化が必要
④富山県全体のグローバル化が必要

○26年度の成果と課題
・自発的インターンシップモデルコースの調査と開発、実証を行った

ホテル型のメリットの強化を図るため業務参画型のインターンシップ体制の整
備が必要であることがわかった。27年度は継続し業務補助型から業務参画型
のインターンシップ教材を作成する

・外国語コミュニケーション力についての調査を行った。

ホテル観光分野に特化した専門英語を学ぶための教材が必要であること、ま
た積上げ型の英語学習方法が効果的なことがわかった。
今年度はデ・ラ・サール大学と連携し教材の作成、検証授業を行う。

・海外留学・研修プログラムのヒアリング調査
海外における4ヶ月間程度の研修プログラムを組むことによりホテルマンとして
の必要なコミュニケーション能力が身に付くことがわかった。

今年度はフィリピンのデ・ラ・サール大学と連携しカリキュラム、教材の開発を
行う。

参加・協力機関
①教育機関（16機関）
富山情報ビジネス専門学校
学校法人KBC学園
専門学校岡山情報ビジネス学院
国際外語・観光・エアライン専門学校

学校法人麻生塾
学校法人穴吹学園
郡山情報ビジネス公務員専門学校
盛岡情報ビジネス専門学校
高知情報ビジネス専門学校

成果目標（アウトカム）

平成２７年度の成果の活用
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活動指標（アウトプット）

・自発的インターンシッププログラム教材、教員用の指導書は平成28年度から本校において導入。また本プロジェクト参画大学、専門学校へ普及を図る
・海外大学との単位認定基準を定めるは平成28年度から本校において導入。また本プロジェクト参画専門学校へも普及を図る
・ホテルＥＳＰ教材は平成28年度から本校において導入。また富山県のホテルマンや観光業に携わる方へ学びなおし教材として使用
・成果物を普及させるために、成果報告会を開催する
・成果物を普及させるための組織結成を検討する

○ 訪日外国人に対するオペレーションを英語を言語とし
て学ぶことによりスムーズに対応するコミュニケーション力
を身につける。
（平成28年度目標）

○ ホテルの従業員として業務に参画し、実体験を通して
ホテル業界を知り、学ぶことができる。
（平成27年度に本校学生6名を対象とする実施）

○ ホテルマンとして必要な業界の専門英語（ESP）を理
解する。
（平成27年度に本校学生13名を対象として実施）

・自発的インターンシッププログラム教材
・自発的インターンシッププログラム教員用の指導書
・海外大学との単位認定基準を定める
・ホテルＥＳＰ教材
・事業成果をまとめた報告書
・情報公開用HP

・自発的インターンシッププログラム（業務補助型）実証講座
学生13名程度

・自発的インターンシッププログラム（業務参画型）実証講座
学生6名程度

・ホテルＥＳＰ講座検証
学生13名程度
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富山情報ビジネス専門学校

①全国版モデル
カリキュラム開発

②全国版モデル
カリキュラム実証

③地域版モデル
カリキュラム開発

④地域版モデル
カリキュラム実証

それぞれの年度に
おける成果

平成２３年度～２５年度は事業なし
平成２６年度は地域特有の課題を踏まえた地域版カリキュラムに
するための下記を実施。

①中核的ホテルマン育成指針、カリキュラム編成表、シラバス作
成
②自発的インターンシップモデルの調査・開発および実証

③フィリピン、アメリカ等における海外連携教育実施に向けての枠
組みづくりおよび外国語コミュニケーション力に関する調査

・平成２６年度で開発したシラバスは一
部は平成27年度に実証する。

・平成２６年度の成果を踏まえ、本年度
は業務参画型インターンシップモデルの
開発・実証、ESPを学ぶための教材の開

発実証、４ヶ月間の海外連携教育プロ
グラムの開発を行う。

平成２８年度以
降、教材は本校
にて導入、プロ
ジェクト参画学
校への普及を図
る。またホテル
ＥＳＰ教材およ
びビデオ教材は
富山県のホテル
マンや観光業に
携わる方への学
びなおし教材と
して使用する。

⑤全国的な
展開への取組

当プロジェクトに至る背景
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当プロジェクトに至る背景 ①

世界各国・地域への外国人訪問者数（2014年）

2013年 ･･･ 1036万⼈
2014年 ･･･ 1341万3600⼈ 2年連続で最⾼を更新
2015年（1〜6⽉）･･･ 913万9900⼈ 前年同期⽐46.0％増加

2020年 ･･･ 「2000万⼈」達成⽬標

訪日外国人旅行者数

当プロジェクトに至る背景 ②
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平成25年度の富山県全体の観光客入込数は、平成24年の27,587千人に比べ6.6
％増加し、29,416千人となった。
また、平成25 年1 月から12 月の宿泊旅行統計調査によると、平成25年全国
の延べ宿泊者数は、3 億8,232 万人泊（対前年比6.2％増）であった。うち富

山県の宿泊者数は2,888 千人泊で全国第39 位であった

【富山県観光課調べ】

90%を超える旅行者が富山県で宿泊していない

富山県の延べ宿泊者数

当プロジェクトに至る背景 ③

■ 訪日外国人に外国語でコミュニケーションをとり、

積極的に豊かな自然を有する富山の魅力を伝

えることができる人材育成が必要である

■ 魅力ある観光ルートの開発や宿泊業の強化、

さらには町全体のグローバ化が必要である

■ 訪日外国人の訪問を促進するとともに、満足度を

高め、リピーターの増加を図る必要がある

当プロジェクトに至る背景 ④
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海外連携教育プログラム

フィリピン【デ・ラ・サール大学ベニール・カレッジ】

英語が苦⼿な学⽣でも学びやすい︕
ホテルを運営している⼤学なので実習を通して英語が
⾝に付きます

ホテル・ベニール

宿泊室

バー 実習室 講義室

チャペル レストラン
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海外連携教育プログラム

履修科目
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インターンシップ
ホテルフロント

レストランウエイター

ベッドメイキング

ＶＡＴＥＬ （ヴァテール）
・ ＶＡＴＥＬはホテル経営学校の最大のグループ

（２４カ国に計３１校） 7,000名の在校生、29,000名の卒業生

・ 世界的なネットワークを持ち権威があり魅力的なホテルチェーンやレスト
ランでインターンシップを行うことができる

・ ラサール大学では教育連携協定により2008年よりスタート

・ マルコポーロプログラムにより国際交流の機会を得ている

※マルコポーロプログラム：国境を越え２つの学位を取得できるプログラムＶＡＴＥＬから国際ホテル・マネージメントの

学位を取得できます。
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授業風景

パソコン教室があり、授業で使用してい
る以外は時間を決めて学生に開放され
ている

授業で指示される補助教材にアクセスし
学習できる環境になっている

フロントオフィス講義
〈教育目標〉
１．プロのフロントオフィスに必要な顧客対応と対応能力で業務を行う
２．特定のマーケットにおける顧客からの予約の取り付け
３．多様な顧客の予約にみられる登録要件の履行

〈授業方法〉
１．クラスディスカッションを取り入れた講義方式
２．ケーススタディや、問題解決型訓練
３．グループワーク
４．ロールプレイとシミュレーション
５．デモンストレーション

〈評価方法〉 〈成績評価〉
１．筆記試験
２．ケース分析
３．個人またはグループ課題

口頭試験／出欠 15%
プロジェクト 15%
小テスト 20%
試験 50%
合計 100%

－ 238 －



フロントオフィス実習
〈教育目標〉
１．プロのフロントオフィスに必要なゲスト対応と対応スキルを明示する
２．多様なマーケットのゲストからの予約を取り付ける
３．多様なゲストの予約時に登録に必要な情報を集める
４．ゲストの滞在とチェックアウトの業務について正しい手続きについて示す
５．フロントオフィス業務全ての要素において、効果的なセールスを行う

〈授業方法〉
１．クラスディスカッションにつなげるための練習やロールプレイ
２．ケーススタディや、問題解決型訓練
３．学習体験を高め、幅を広げるためのマルチメディア、インターネット参照
４．経験を共有し、評価し合うような共同学習

〈成績評価〉 訓練 40%
課題 20%
小テスト 20%
試験 20%
合計 100%

フロントオフィスのためのIT
〈教育目標〉
１．ゲストサイクルの４段階に併せてオペラPMSのフロントオフィスモジュー

ルの機能を利用、操作、運用する
２．ゲストのアカウントの作成、予約やイベントの入力、オペラのセールス＆

ケータリングモジュールの機能を利用、操作、運用する
３．オペラOMSとセールス＆ケータリングシステムの関係を理解する

〈授業方法〉
１．講義デモ
２．シミュレーション
３．実践課題
４．実験、実践
５．ロールプレイ

〈成績評価〉
態度 10%
小テスト 20%
実務作業 30%
習ったことの実践 20%
テスト 20%
合計 100%
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料飲部門技術講義
〈教育目標〉
学生がウエイターに対して異なる認識を持ち、やりがいがあり、自分にとって
利益をもたらす職業という考え方を得ることができる

〈授業方法〉
１．講義ディスカッション
２．設備の確認
３．映像
４．グループ活動やケーススタディ
５．デモンストレーション

〈成績方評価〉

口頭試験 10%
ケーススタディ 15%
小テスト 20%
試験（中間） 25%
試験（期末） 30%
合計 100%

料理部門技術実習
〈教育目標〉
１．実際の活動を通して講義コースで学んだ基礎と理論を生かす
２．食品・飲料サービスにおいて業界で定められた基準や手順で実演する

〈授業方法〉
１．実演を受けての実習訓練／反復練習、映像での学習
２．個人、グループでの成果発表
３．食品・飲料サービス集中訓練

〈成績評価〉

訓練 20%
小テスト 10%
筆記試験（中間） 20%
筆記試験（期末） 20%
集中学習 30%
合計 100%

－ 240 －



バーマネジメント講義
〈教育目標〉
１．ホテル、レストラン、ケータリングビジネスの料飲部門のオペレーション

範囲について理解し、実演する

２．バーや飲料サービスオペレーションにおける管理体制を形成しバーの管
理システムや価格設定を確立する

〈授業方法〉
１．講義ディスカッション
２．デモンストレーション
３．設備の確認
４．グループ活動やケーススタディ

〈成績評価〉 口頭試験 10%
ケーススタディ 15%
小テスト 20%
筆記試験（中間） 25%
筆記試験（期末） 30%
合計 100%

バーマネジメント実習
〈教育目標〉
１．様々な種類のバーの器具、設備、ガラス製品やバーの供給品について

定義し、海外や国内市場で提供されているワイン、スピリット、リキュール

について、製造や品質について詳細な情報を含め、実務上の知識を高
める

２．世界に通用する基準に基づいたカクテルレシピを学び、自分独自のカク
テルレシピを考えることができる。

〈授業方法〉 〈成績評価〉
１．講義ディスカッション
２．デモンストレーション
３．設備の確認
４．グループ活動やケーススタディ

ケーススタディ 5%
実習活動・成果 15%
実技 10%
小テスト 10%
筆記・実技（中間） 15%
筆記・実技（期末） 15%
集中クラス 30%
合計 100%
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校外授業 サン・オウガスチン教会

インストラムロスにある世界遺産で
フィリピン最古の石造り教会
フィリピンの歴史、宗教などを
学ぶためにも校外授業の候補とする

結婚式も多く行われている

学内クリニック

常駐の医者と看護師が対応する。

健康診断と薬は無料で学生に提供
される。
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UNIVERSITY COLLEGE RESIDENCE 
レディースドミトリー

2名部屋1名7,900ペソ（1ヶ月）

Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｅ Ｔｏｗｅｒ Ｍａｎｉｌａ

デラサール大学公認コンドミニアム

管理人、オーナーもコンドミニアム内に住み込み

費用は部屋によるが2名部屋1名8,000ペソ～

4名部屋1名5,125ペソ～
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現地サポーター ①

現地サポーターが⼿厚くフォロー

１．⽇本語による現地ホットライン

・健康相談（怪我や病気で困った場合、⽇本語で相談）
・ホームシックなど、メンタル的な問題について、⽇本語で相談受付
・安全、安⼼の留学⽣活のアドバイス
（国際郵便物取り扱いの相談・ATM銀⾏引き落としなど）

・万が⼀の事故などに遭遇した場合
（在⽐国の⽇本の公的機関（⽇本⼤使館、⽇本⼈診療所など）へ連絡・相談援）
（⽇本の学校、⾃宅に緊急連絡）

２．留学⽣活をエンジョイするためのミス・コミュニケーションとトラブル防⽌

・⽣活習慣の違いなど、現地で発⽣したトラブルの相談やアドバイス
・公共施設、交通機関の利⽤についてのアドバイス
・留学⽣活をエンジョイするための助⾔

【ＡＫＩ財団法人】
大類 晶嗣 さん
Ｍａｒｙ Ｊａｎｅ さん

現地サポーター ②

３．留学先の⼤学などと連携

・カリキュラム進捗状況など、現地⼤学と定期的にミーティング
（オリエンテーション時の通訳）
（留学⽣と現地学校側のコミュニケーション・サポート）

・学習内容など、必要に応じて⽇本側へ連絡
（授業の進捗状況など、⽇本側へ連絡）

・宿舎先へ定期的に訪問し、留学⽣活をフォローアップ
・授業内容、⽣活⾯などで困った場合、⽇本語で相談受付し現地⼤学などへ伝
える

【AKI財団】
比国の大学・行政・企業と連携して日比両国間の教育事業をはじめて
約20年間。
日本人向け英語留学や現地大学などで日本語教育をしている
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平成２７年度文科省委託事業
（富山県におけるインバウンド対応のできる中核的ホテルマン育成）

【期待できる効果】

・訪日外国人に積極的に外国語で
コミュニケーションがとれる

・訪日外国人に地方の魅力を伝えることができる
・ホテルの総合的な理解ができている
・帰国後のインターンシップでの自発的な行動ができる
・学習意欲向上につながる
・ＴＯＥＩＣの点数がアップする

富山県におけるインバウンド対応のできる中核的ホテルマン
（訪日外国人に対し外国語でコミュニケーションをとり、積極的に豊かな自然を有する富
山の魅力を伝えることができる人材）

文部科学省「成長分野における中核的専門人材
養成等の戦略的推進」事業

「富山県におけるインバウンド対応のできる中核的
ホテルマン育成」事業

平成26〜27年度：

外国語コミュニケーション分野プロジェクト
概要報告

－ 245 －



• 単位互換・外国語コミュニケーション分科会にて、

約半年間に渡り「中核的ホテルマン育成」および

「海外との単位互換制度」＝海外留学に必要な語

学・コミュニケーション能力について協議。

26年度事業の成果物として『中核的ホテルマン

育成のための外国語コミュニケーション教育』報

告書を作成。

１、平成２６年度事業概要：

• 留学に必要とされる一般的英語力（＋
アカデミック英語）の底上げ

• 専門英語（ESP=English for Specific 
Purposes）の重要性

• 異文化コミュニケーション力の重要性

• 既存教材の研究→これまでに無いESP
教材の開発を目指す

H26年度報告書のポイント
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• 前年度の研究結果を踏まえ、フィリピンの大学
とのホテル/ホスピタリティ業ESP教材共同開発を
行う。

フィリピン教育機関との協議

（単位互換提携先候補）

・マカティ大学

・ラサール大学

２、平成27年度事業概要(1)：

• フィリピンの協力教育機関としてマニラのラサ
ール大学（De La Salle College of Saint Benilde
）が決定。

• 先方は学内英語教育分野のトップを筆頭に５
名のプロジェクトチームを編成し、教材開発に
着手。

２、平成27年度事業概要(2)：
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• 教材開発が進行する中、昨年１２月に教材ド
ラフトの一部を使い富山情報ビジネス専門学
校にて実証講座を実施。

• 日程：12/3, 7, 10日 計３日間、90分×６コマ

• 対象学生：ホテルブライダル学科現１年生（11名）

• 使用教材： ラサール大学との共同開発教材のドラフトから、Pre‐Seminar
部分（日本側が作成）、メイン教材部分のFront OfficeとFood and 
Beverage部分（フィリピン側が作成）、異文化コミュニケーション部分（日本
側が作成）、その他ホテル・飲食業に特化したeラーニング教材を使用

２、平成27年度事業概要(3)

• ラサール大学および諸関係教育機関等の協力のも
と、

「インバウンド観光客対応のできる人材育成のための
外国語コミュニケーション教材」

が間もなく完成（２月末予定）

２、平成27年度事業概要(4)
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ESP教材の概要（構成）

• ホテル英語入門

• アカデミック英語（留学準備）

• フード ＆ ベバレッジ

• フロント業務

• バー運営

• ホテル業情報システム

• インバウンド対応のための異文化コミュニケーション

３、共同開発教材について
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実施委員会

H27年度 インターンシップモデル事業

事前指導・事後指導の成果

自発的インターンシップ事業

目的：充実したインターンシップを実施するためには、

学生に自発的な取り組み姿勢を身につけさせる

等、事前・事後教育が重要であり、そのための教材

および評価基準を作成する。

概要：①インターンシップ事前教育（90分×5コマ）

②自発的インターンシッププログラム（１ヶ月）

③インターンシップ事後教育（90分×3コマ）

成果物：学生用教材、教員用指導書、教員用副読本
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事業の流れ

対象：富山情報ビジネス専門学校

ホテル・ブライダルコース１年

事前指導＜１日目 12月4日（金） ２、３、４限 90分×3コマ＞

・教室の雰囲気作り
・夏のインターンシップの振返り（GW）
・インターンシップの意味（GW）→全体共有
・自発的学びを知る
・働く意味を考える
・社会人基礎力を知る
・自己効力感
・富山の観光について知る→ディスカッション
・課題提示

事前指導＜2日目 12月11日（金） ３、４限 90分×2コマ＞

前回の振り返り
ホテルビジネスの基本構造（GW→発表）
インターンシップの目標設定について
インターンシップにあたっての注意事項
課題発表（ホテル概要・まちあるきプラン）
まとめ

＜ポイント＞
・インターンシップの意味を理解する
・自発的学びの重要性と方法を理解する
・インターンシップの目標を立てる
・ホテルビジネスの構造を理解する
・ホテル及び近隣の観光資源や特性について理解する
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実習＜12月14日〜１月14日＞

・ANAクラウンプラザホテル富山 ２名
・富山第一ホテル ２名
・ホテルニューオータニ高岡 １名

事前依頼：・可能であれば１部門２週間×２部門

実習内容：
ANA：レストラン 富山：レストラン ニューオータニ：レストラン／宴会

事後指導＜1月15日 1、2、3限＞

・インターンシップの意味の再確認
・インターンシップの感想
・事後アンケートの記入
・プレゼンテーション準備
・プレゼンテーション/質疑応答/ディスカッション
・講評・まとめ

考察

・事前・事後指導の重要性

・教材を先に提示しない教育方法の効果

ディスカッション→テキストで内容の確認

・自発的学び方については丁寧に教育

・自発性を発揮できるのは２週間目から

・事例の共有

・個別の指導体制

・自発性の評価軸

・ホテルとの連携体制
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観光コンソーシアム

平成27年度「成長分野等における中核的専門人材
養成等の戦略的推進」事業

【目的】

観光分野（7職域プロジェクト）を広く紹介するととも
に各プロジェクトの内容や成果を共有

職域プロジェクト

代表校 事業名

石川県教育委員会 グローバル社会の観光人材育成プロジェクト
～地域の魅力をグローバルに発信できる人材の育成～

静岡市女性会館 観光分野における女性の人材育成プロジェクト

学校法人穴吹学園
専門学校穴吹ビジネスカレッジ

訪日外国人等受け入れに対応する日本型コンシェ
ルジュ育成事業

学校法人新潟総合学院
郡山情報ビジネス公務員専門学校

福島版ＭＩＣＥに対応できる中核的専門人材育成事
業

学校法人溝部学園
別府溝部学園短期大学

おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト

学校法人 横浜商科大学 観光フロンティアとしてのインバウンド観光・マイス
ビジネス人材育成

学校法人浦山学園
富山情報ビジネス専門学校

富山県におけるインバウンド対応のできる中核的ホ
テルマン育成
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観光ポータルサイト

http://kanko.27monka‐itaku.net/

【掲載内容】

・事業内容 ： 事業名称、幹事校、構成機関と実施体制

・委員会の開催案内 ：各委員会の開催案内

・活動内容の報告 ： 議事内容・資料等を掲載

・成果報告 ： 事業の成果物を掲載
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